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第８回東京都北区景観づくり審議会 議題説明  

令和３年１月２７日書面開催 

 

（１）北区景観づくり計画<追録版>の発行について 

  令和２年４月１日の北区景観づくり計画の変更に合せ、追録版を作成し同

日から本編とともに配付しホームページにも掲載しました。 

  内容は、「みんなでつくる北区景観百選 2019」（令和元年７月１日認定）

及び景観形成重点地区「中央公園周辺地区」（令和２年４月１日指定）につい

てです。 

 

（２）みんなでつくる北区景観百選 2019 の周知について 

 ・「あるきた」北区景観１０選コース配信の報告 

（資料 1-1、別添 1、別添 2） 

  資料 1-1 が実施概要です。新型コロナウィルス感染拡大防止のため、景

観づくり周知イベントに代えてウオーキングアプリ「あるきた」による「み

んなでつくる北区景観百選 2019」の周知を図ることとしました。 

１ページは日程・周知方法・内容等。２ページはコース概要。３・4 ペー

ジは各ポイントの説明。５ページ上段はコースが配信された９月１日以後の

制覇者数の累計で 1２月末までに 176 人となっています。下段は記念品受

取状況で 10 月 1 日の配付開始から 2 週間で 30 人に達し終了しました。 

6 ページ以後は記念品配付者向けアンケートの内容と回答状況です。 

別添 1 は毎年発行し全戸配布している「景観づくりニュース」で、今回 6

号になります。この 1 ページにて周知を図りました。また、２・３ページに

は「中央公園周辺地区」の景観形成重点地区指定と概要について、4 ページ

は令和元年度のイベント開催状況やガイドブック・マップの発行及び北区景

観づくり計画の変更について掲載しています。 

別添 2 は「あるきた」の周知用ちらしです。テーマコースのひとつとして

配信しました。 

 

・「ココシル」アプリへの掲載の報告 

                   （資料 1-2、別添 3） 

資料 1-2 が概要で、「ココシル」は地域ならではの特色ある情報やまち歩き

等に役立つ情報を提供しているアプリであり、北区景観百選として令和 2 年

11 月 17 日から配信しています。下段に画面を示しています。 

別添 3 は「ココシル」の周知用ちらしです。 



 

（３）令和 2 年度 景観届出等の状況報告 

 ・北区景観づくり条例に基づく景観届出等の状況 

（資料 2-1） 

  資料 2-1 の 1 ページが平成 30 年度から昨年 1２月末までの状況を集計

したもので、届出数は昨年度並みです。 

今年度から景観形成重点地区となった中央公園周辺地区については、その

後の届出はなく、30 年度と元年度は一般地区として集計しています。 

2 ページには地区別の年度別件数と今年度の地区ごとの種別をグラフで示

しています。 

 

 ・景観形成重点地区 西が丘地区における包括処理報告 

（資料 2-2） 

  資料 2-2 の 1 ページは、西が丘地区における建築物の配置や敷地面積の規

模に一定程度ゆとりを確保するための数値基準について、手続きの迅速化、簡

素化を図るため、北区景観づくり審議会が認める場合をあらかじめ包括的に

定めており、1２月末までの適用基準ごとの件数をまとめたもので、備考欄の

案件番号ごとに 2 ページの確認状況となっており、3 件とも基準に適合して

います。   

 

 ・建築物等の景観届出事例 

（資料 2-3） 

  資料 2-3 は今年度の届出物件から事例を 3 件紹介するものです。 

 概要、評価、位置、配置、パースを示しておりますので、ご覧ください。 

なお、3 件目の西が丘地区の事例の位置は小規模なためプロットしていま

せんが地区の南側に隣接する梅木小学校の東側になります。 

 

（４）その他 

  本審議会資料等に関するご意見・ご質問がある場合は１月２９日（金）ま

でにお願いいたします。 
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令 和 ２年 ３月 
 

東京都北区 

「みんなでつくる北区景観百選 2019」の選定 

「中央公園周辺地区」を景観形成重点地区に追加 

追 録 版 

閲覧用資料



  北区景観づくり計画の変更について 

 
 北区は、平成２７年４月１日に景観行政団体となり、同年９月に「北区景観

づくり計画」を策定し、平成 27 年 10 月 1 日より区の特性を活かした景観ま

ちづくりを進めています。 

 今回の変更は、平成 29 年度から 30 年度にかけて区内外の皆様の投票によ

り選定した「みんなでつくる北区景観百選２０１９」について、地域ごとの景

観特性の項目に追加するとともに、平成 30 年度から地域の皆様とワークショ

ップにより景観まちづくりの検討を行ってきました「中央公園周辺地区」につ

いて「景観形成重点地区」への追加を行うものです。 

 本計画の変更は、令和２年４月１日より運用いたします。 

 

令和２年 3 月 

北区まちづくり部都市計画課 
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北区景観づくり計画P.43，P.45，P.47，P.49，P.51，P.53，P.55　第２章　3.北区の景観特性と課題
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 北区景観づくり計画 P.94 第４章 2.届出対象の考え方 

（１）届出対象地区に関する考え方の表中「２．景観形成重点地区」に「中央公   

 園周辺地区」を追加し「３．景観形成方針地区」から「中央公園周辺地区」を     

 削除 

 

■一般地区 

 対象区域 方針 基準 

１．一般地区    

浮間地域 特定地区を除く、浮間地域全域 ○ 

○ 

赤羽東地域 特定地区を除く、赤羽東地域全域 ○ 

赤羽西地域 特定地区を除く、赤羽西地域全域 ○ 

王子東地域 特定地区を除く、王子東地域全域 ○ 

王子西地域 特定地区を除く、王子西地域全域 ○ 

滝野川東地域 特定地区を除く、滝野川東地域全域 ○ 

滝野川西地域 特定地区を除く、滝野川西地域全域 ○ 

 

■特定地区 

 対象区域 方針 基準 

２．景観形成重点地区    

西が丘地区 西が丘一丁目、西が丘二丁目、赤羽西三丁目及び赤

羽西四丁目各地内 
○ ○ 

隅田川沿川地区 隅田川の区域及び隅田川の両側からそれぞれ 50ｍ

の陸上の区域 
○ ○ 

旧古河庭園周辺地区 旧古河庭園の外周線からおおむね 200m の区域 ○ ○ 

中央公園周辺地区 上十条一丁目、中十条一丁目、王子本町二丁目、王

子本町三丁目及び十条台一丁目各地内 
○ ○ 

３．景観形成方針地区    

飛鳥山公園周辺地区 － ○ 

※ 

石神井川沿川地区 － ○ 

崖線沿線地区 － ○ 

都電沿線地区 － ○ 

荒川沿川地区 － ○ 

※ 景観形成方針地区の届出対象規模及び景観形成基準は、一般地区又は景観形成重点地

区と同様の基準を適用します。  



4 

 

 北区景観づくり計画 P.98 第４章 2.届出対象の考え方 

 （2）届出対象の表「届出対象地区」の「2.景観形成重点地区」に「中央公園   

 周辺地区」を追加し、「届出対象行為・届出対象規模」に基準を追加する 

 また、「３.景観形成方針地区」から「中央公園周辺地区」を削除 

 

特定地区の届出対象地区・届出対象行為・届出対象規模 

 

届出対象地区 届出対象行為・届出対象規模 

２．景観形成重点地区 

・中央公園周辺地区 

（上十条一丁目、中十

条一丁目、王子本町

二丁目、王子本町三

丁目及び十条台一丁

目各地内）） 

  

建築物 

＜届出行為＞ 

・ 大規模な建築物の新築、増築、改築若しくは移転、外観を変更すること

となる修繕若しくは模様替又は色彩の変更（景観計画の基準に適合し

ていない塗替を含む） 

＜届出規模＞ 

・ 建築物の高さが 15ｍ以上又は延べ面積が 800 ㎡以上 

工作物 

＜届出行為＞ 

・ 工作物の新設、増築、改築若しくは移転、外観を変更することとなる修

繕若しくは模様替又は色彩の変更（景観計画の基準に適合していない

塗替を含む） 

＜届出規模＞ 

・ 建築基準法第 88 条に規定する工作物（確認申請が必要な工作物）

及び北区条例規則で定める工作物（北区景観づくり計画 P.103 参照） 

開発行為 

＜届出行為＞ 

・ 都市計画法第 4 条第 12 項に規定する開発行為 

＜届出規模＞ 

・ 開発区域面積が 500 ㎡以上 

   

３．景観形成方針地区 

・飛鳥山公園周辺地区  

・石神井川沿川地区 

・崖線沿線地区 

・都電沿線地区 

・荒川沿川地区 

 

一般地区又は景観形成重点地区の 

届出対象行為・届出対象規模を適用します。 
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 北区景観づくり計画 P.107 第 5 章 ２．特定地区の景観づくり 

  （１）特定地区の指定 ②特定地区の指定 

  「中央公園周辺地区」を景観形成方針地区から景観形成重点地区へ変更 

 

②特定地区の指定 

特定地区の指定の考え方に基づき、西が丘地区、隅田川沿川地区、旧古河庭園

周辺地区、中央公園周辺地区の 4 地区を景観形成重点地区に、飛鳥山公園周辺

地区、石神井川沿川地区、崖線沿線地区、都電沿線地区、荒川沿川地区の 5 地

区を景観形成方針地区に指定します。 

 

景観形成重点地区及び景観形成方針地区の指定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

景観形成重点地区 

 

景観形成方針地区 

 

一般地区 

①飛鳥山公園周辺地区 ③旧古河庭園周辺地区 

④都電沿線地区 

一般地区 

②隅田川沿川地区 

①西が丘地区 

⑤荒川沿川地区 

②石神井川沿川地区 

③崖線沿線地区 

④中央公園周辺地区 



６ 

 

 ④中央公園周辺地区 

1)地区の概要と「区域の設定」 

公園や陸上自衛隊十条駐屯地、教育施

設や集合住宅など、大規模な土地利用が

大半を占めるこの地区は、公共施設等を

中心にゆとりのある、みどり豊かな景観

が形成されています。 

軍用地跡地に整備された中央公園、既

存の赤レンガ倉庫を活かした中央図書館

など、地区内の景観資源との調和に配慮

した景観づくりを図るため、特性に応じ

た景観づくりを進めることが望ましい地

区です。 

 

2)景観まちづくりの目標 

中央公園周辺地区の景観特性を踏まえ、以下のとおり景観まちづくりの目標を設定

し、地区住民の皆様と協働しながら、良好な景観づくりをめざします。 

 

１ みどり豊かでゆとりの感じられる景観を保全します 

陸上自衛隊十条駐屯地や十条富士見中学校、東京都立北療育医療センターなどの

公共施設等が立地し、大規模な土地利用が中心となっています。また、中央公園周

辺を中心に並木が整備され、みどり豊かな景観が形成されています。建替えなどに

あたっては、みどりを保全しゆとりの感じられる景観を維持します。 

２ うるおいのある景観を演出するため、緑化に努めます 

公共施設等とともに、都営王子本町アパートなどの集合住宅や、閑静な住宅地も

見られます。地区一帯のみどりを保全するとともに、新たなみどりの創出を図り、

花とみどりがあふれるうるおい豊かな景観づくりに努めます。 

３ 景観資源と調和したまちなみの形成を図ります 

既存の赤レンガ倉庫を活かして整備された中央図書館、旧陸軍東京第一造兵廠（兵

器工場）の建物を利用した中央公園文化センター、北区景観賞の東京成徳大学十条

台キャンパス、既存のレンガを再利用した十条富士見中学校の外塀などの景観資源

と調和するまちなみの形成を図ります。  

中央公園周辺の区域 

位

置 

上十条一丁目、中十条一丁目、王子本

町二丁目、王子本町三丁目及び十条台

一丁目各地内 

 

 北区景観づくり計画 P.1３４ 第 5 章 ２．特定地区の景観づくり 

（２）景観形成重点地区「④中央公園周辺地区」を追加 
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3)良好な景観づくりに関する方針（景観法第 8 条第 3 項） 

景観まちづくりの目標を実現するための方針として、以下のとおり良好な景観づく

りに関する方針を定めます。 

 

１ 公共施設等や大規模な建築物の整備にあたり、景観に配慮します 

  公共施設等や大規模な建築物の整備にあたっては、良好な景観を損なわないよう

に既存の樹木や建築物等の配置に配慮し、うるおいとゆとりのある地区の良好な

景観の保全に努めます。 

 

２ 身近な空間における緑化を進めます 

  地区全体のみどりを活かしながら、道路に面した空地や庭先などの身近な空間へ

の緑化により、花とみどりがあふれるうるおいのある景観づくりを進めます。 

 

３ 地区内の景観資源と調和した、地区にふさわしい景観づくりに努めます 

  地区内に点在する景観資源を活かし、周辺のまちなみと調和したデザインとなる

よう配慮し、地域の雰囲気に合った景観づくりに努めます。 
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4)景観形成基準（景観法第 8 条第 2 項第 2 号） 

中央公園周辺地区の良好な景観づくりを図るため、景観まちづくりの目標や方針を

踏まえて、以下のとおり景観形成基準を定め、事前協議や届出をとおして助言や指導

を行うことにより、良好な景観づくりを誘導します。 

 

建築物 

＜届出行為＞ 

・大規模な建築物の新築、増築、改築若しくは移転、外観を変更することとなる

修繕若しくは模様替又は色彩の変更（景観計画の基準に適合していない塗替を

含む） 

＜届出規模＞ 

・建築物の高さが 15ｍ以上又は延べ面積が 800 ㎡以上 

＜景観形成基準＞ 

次表のとおりとします。 

項目 景観形成基準 

配置 

【配置】 

○建築物の壁面の位置の連続性や適切な隣棟間隔の確保など、沿道のまち

なみに配慮した配置とします。 

○建築物の配置は、道路側にオープンスペースや植栽などを設け、道路への

圧迫感を軽減するような配置とします。 

高さ 

・ 

規模 

【高さ】 

○建築物の高さは、土地利用に応じてまちなみのスカイラインとの調和を図り、

道路に面した敷地や、中央公園に隣接した敷地では、道路や中央公園への

圧迫感に配慮し、突出した高さとならないようにします。 

形態 

・ 

意匠 

・ 

色彩 

【形態・意匠】 

○建築物の形態・意匠は、建築物自体及び隣接する建築物とのバランスを含

め、中央公園周辺地区のまちなみに調和したものとします。 

○低層部については、外壁の素材や意匠についてレンガを利用しているまちな

みと調和するよう配慮します。 

○建築物の外壁は、長大な壁面を生じさせないようにし、壁面を分割するな

ど、道路や中央公園への圧迫感に配慮します。 

【色彩】 

○建築物の外壁や屋根の色彩は、別途定める色彩基準に適合するようにし、

低・中彩度の範囲内を原則として、落ち着きのある雰囲気となるよう、周辺と

の調和に配慮します。強い色調はアクセントとして用いるにとどめます。 
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項目 景観形成基準 

形態 

・ 

意匠 

・ 

色彩 

【ベランダ・バルコニー等】 

○べランダ・バルコニーや付随する構造物などは、形やデザインについて建築

物本体との調和を図るとともに、道路や中央公園からの見え方についても配

慮します。 

公開 

空地 

・ 

外構 

・ 

緑化 

等 

【外構】 

○外構計画は、隣接する敷地や道路など、周辺のまちなみとの調和を図った

色調や素材とします。 

○道路沿いにオープンスペースを確保し、道路などの公共空間や隣接するオ

ープンスペースとの連続性に配慮して、まちなみと調和した一体的な空間と

します。 

【緑化】 

○敷地内は、道路に面する部分の緑化を図り、沿道の緑との連続性を確保し、

うるおいのある空間を創出します。 

【附帯施設】 

○建築物に付随する室外機などの設備機器等は、道路から直接見えないよう

に設置位置を工夫するとともに、建築物との調和に配慮します。 

○駐車場・駐輪場は、配置やデザインについても配慮します。また、周囲に生

垣等の緑化を行うなど、道路からの見え方にも配慮します。 

○廃棄物保管所は、配置や仕上げについて、まちなみとの調和に配慮します。 

その他 

【照明】 

○夜間の景観を落ち着きのあるものとするため、過度な照明を道路や中央公

園に向けないようにします。 
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色彩基準は、次表に定めるとおりとします。 

基準の適用部位 色相 明度 彩度 

外壁基本色※1 R 4 以上 8.5 未満の場合 6 以下 

8.5 以上の場合 1.5 以下 

0YR～4.9YR 4 以上 8.5 未満の場合 4 以下 

8.5 以上の場合 1.5 以下 

5.0YR～5.0Y 4 以上 8.5 未満の場合 6 以下 

8.5 以上の場合 2 以下 

その他 4 以上 8.5 未満の場合 2 以下 

8.5 以上の場合 1 以下 

強調色※1 R  

― 

6 以下 

0YR～4.9YR 4 以下 

5.0ＹR～5.0Y 6 以下 

その他 2 以下 

アクセント色※1 ― ― ― 

屋根色 

（勾配屋根） 

5.0YR～5.0Y 
6 以下 

4 以下 

その他 2 以下 

※１ 外壁基本色：外壁各面の 4/5 以上で使用可能 

   強 調 色：外壁各面の 1/5 以下で使用可能 

   アクセント色：外壁各面の 1/20 以下で使用可能 

強調色とアクセント色の総量は外壁各面の 1/5 以内とします。 

 

※  その他、良好な景観の形成に貢献するなど、本計画の実現に資する色彩計画については、

景観づくり審議会の意見を聴取した上で、この基準によらないことができる。 
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※ 印刷物による発色と実際のマンセル値は色彩が異なります。 

※ 上図は、前ページの表の一部を参考に示したものです。  

図：株式会社カラープランニングセンター作成 
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工作物 

＜届出行為＞ 

・工作物の新設、増築、改築若しくは移転、外観を変更することとなる修繕若し

くは模様替又は色彩の変更（景観計画の基準に適合していない塗替を含む） 

＜届出規模＞ 

・建築基準法第 88 条に規定する工作物（確認申請が必要な工作物）及び北区条

例規則で定める工作物（北区景観づくり計画 P.103 参照） 

＜景観形成基準＞ 

次表のとおりとします。 

項目 景観形成基準 

配置 

【配置】 

○道路などの公共空間と連続したオープンスペースの確保や、配置の工夫な

ど、まちなみとの調和に配慮します。 

高さ 

・ 

規模 

【規模】 

○まちなみに調和し圧迫感を感じさせないような間隔を確保します。 

○道路への圧迫感を感じる長大な壁面の工作物とならないよう配慮します。 

形態 

・ 

意匠 

・ 

色彩 

【形態・意匠】 

○工作物の形態・意匠は、周辺のまちなみとの調和に配慮します。 

○擁壁は壁面緑化などにより、周辺のまちなみとの調和やうるおいの創出に努め

ます。 

【色彩】 

○工作物の色彩は、建築物の景観形成基準における色彩基準への適合を図

り、まちなみとの調和に配慮します。強い色調は、アクセントとして用いるにとど

めます。 

緑化 

【緑化】 

○道路沿いを中心に敷地内や壁面などを緑化することにより、まちなみとの調和

やうるおいの創出に努めます。 

※ 工作物の色彩については、建築物の外壁基本色の基準と同様とします。ただし、他の法令

等で使用する色彩が決められているものは、この限りではありません。また、橋梁等で区

民になじみが深く、地域のイメージの核となっており、地域のランドマークの役割を果た

しているもの、その他、良好な景観の形成に貢献するなど、本計画の実現に資する色彩計

画については、景観づくり審議会の意見を聴取した上で、この基準によらないものにでき

ることとします。 
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開発行為 

＜届出行為＞ 

・都市計画法第４条第 12 項に規定する開発行為 

＜届出規模＞ 

・開発区域面積が 500 ㎡以上 

＜景観形成基準＞ 

次表のとおりとします。 

項目 景観形成基準 

土地

利用 

○周辺のまちなみとの調和に配慮した土地利用計画とします。 

○区画割りによって不整形な土地が生じる場合には、緑地や小広場として活用

するなど、地域の良好な景観づくりに配慮します。 

○区画は、オープンスペースが道路などの公共空間や隣接するオープンスペ

ースと連続的になるよう配慮します。 

○電線類は、道路を新たに整備する際に地中化したり目立たない場所に設置

する等の工夫をします。 

造成 

等 

○大幅な地形の改変を避け、長大な擁壁や法面などが生じないようにします。 

○擁壁や法面では、壁面緑化等を行うことにより圧迫感を軽減します。 
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北区景観づくり計画 追録版 

「みんなでつくる北区景観百選 2019」の選定 

「中央公園周辺地区」を景観形成重点地区に追加 
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みんなでつくる北区景観百選 2019 の周知について 
 

～「あるきた」北区景観 10 選コース配信の報告～ 
 

 

目   的：「みんなでつくる北区景観百選 2019」の周知のため、ウォーキン 

グアプリ「あるきた」を活用し、北区の景観資源の魅力を共有し、 

景観まちづくりへの機運の醸成を図る。 

 

 

日  程：コース配信開始 令和 2 年 9 月 1 日～ 

 

      記念品受取期間 令和 2 年 10 月 1 日～10 月 14 日 

              ※先着 30 名様で記念品がなくなり次第終了。 

 

 

周知方法：北区ニュース（9/20 号・11/1 号） 

景観づくりニュース第 6 号（9/20 号）※区内全戸配布 

ホームページ、Facebook 

北区のウォーキングアプリ「あるきた」内のお知らせ等 

 

 

内   容：健康福祉部健康推進課にて運営しているウォーキングアプリ「ある 

きた」内のテーマコースの一つを北区景観 10 選コースとして配 

信し、利用者にコースを巡ってもらうことで北区の魅力に触れてい

ただき、北区を代表する景観 10 選を周知いたしました。 

また、アプリ内では、各選定地を訪れるとチェックが可能となる

機能により、北区景観 10 選コースを全て巡った方を対象に記念品

として「みんなでつくる北区景観百選 2019」ガイドブック、マッ

プ、北区景観百選ガイドブック（平成 10 年認定版）を配付いたし

ました。 

 
 
 
 
 

１—１ 
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 コース概要：距離約 11.7km 所要時間約 180 分 
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スタート地点 東京メトロ志茂駅 

東京都北区志茂にある、東京地下鉄（東京メトロ）南北

線の駅です。 

 

 

1 旧岩淵水門（赤水門） 

—赤い色が特徴的な水門— 

「赤水門」という愛称で地元の人々に親しまれているこ

の水門は、春には土手に咲く桜、秋には夜空に上がる花

火とともに、北区を象徴する景観のひとつとなっていま

す。  

2 北区花火会 

—地元が手作りで開催する花火会— 

北区民ひとりひとりが力を合わせて盛り上げる手作りの

催しのため、「花火大会」とせず、親しみを込めて「花

火会」と名付けられています。観覧場所からみる花火は

人々を魅了します。（開催時期：9 月～10 月）  

3 赤羽桜並木と赤羽台さくら並木公園 

—さくら並木公園— 

赤羽桜並木の通り沿いには赤羽台さくら並木公園という

崖線をうまく活用した、細長い公園があります。春には

桜が満開になり、花見に訪れる方で大変賑わっていま

す。  

4 赤羽自然観察公園とふるさと農家体験館 

—自然とのふれあいと農家体験— 

「自然とのふれあい」をテーマにした新しい公園です。

北区ふるさと農家体験館は、区の歴史や文化を伝える貴

重な文化遺産として親しまれています。 

 

5 清水坂公園 

—自然を学び、自然と遊べる公園— 

北区を南北に走る武蔵野台地の崖地を利用した立体的で

変化に富んだ公園です。自然環境に関する学習、情報の

交換などを楽しみながら行える「自然ふれあい情報館」

や小さな池や田んぼなどがある「自然園」もあります。  



4 

 

6 中央図書館 

—美しいレンガ造りの図書館— 

北区の文化財であるレンガ倉庫を保存・活用し、平成

20 年に完成しました。レンガ造りの建物と打ち放しの

コンクリートや壁面に多用されたガラス等が調和し、美

しい景観をつくりだしています。 

北区は、中央公園周辺地区を景観形成重点地区に指定し

て景観まちづくりに取り組んでいます。 

 

7 音無橋と親水公園 

—江戸風情を感じさせる親水空間— 

３つのアーチ型の橋脚と、優雅な曲線美を誇る欄干が印

象的な音無橋と純和風の木橋「舟串橋」をはじめ、水

車、東屋、行灯などを配した音無親水公園が江戸風情を

感じさせます。また、「日本の都市公園 100 選」にも

選ばれています。 
 

8 まちを走る都電 

—現存する唯一の都内では貴重な路面電車として走って

いる都電荒川線は、沿線に多くの桜が咲き乱れる飛鳥山

公園があることから、「東京さくらトラム」としても親

しまれています。 

 

9 飛鳥山公園の風景と飛鳥の小径 

—見所の多い我が国最初の都市公園—江戸時代から庶民

に花見の名所として親しまれてきた飛鳥山公園は、北区

を代表する公園です。あじさいが美しい「飛鳥の小径」

など魅力あふれる公園です。 

 

10 旧古河庭園 

—大正初期を代表する庭園— 

国の名勝指定を受けており、洋館・洋風庭園（ジョサイ

ア・コンドル設計）と日本庭園（小川治兵衛作庭）を楽

しむことができます。特に、バラが咲く時期は多くの人

で賑わいます。 

北区は、旧古河庭園周辺地区を景観形成重点地区に指定

して景観まちづくりに取り組んでいます。 
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周知イベントの結果 

（1）コース制覇者の状況 

集計期間：令和 2 年 9 月 1 日から令和 2 年 12 月 28 日まで 

 

４か月でコース制覇された方が 176 名となりました。 

 

（2）記念品受取の状況 

集計期間：令和 2 年 10 月 1 日から令和 2 年 10 月 14 日まで 

 

配付開始から 2 週間で終了となりました。 
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（３）アンケート及び集計結果 

ウォーキングアプリ「あるきた」を利用して北区景観 10 選コースを制覇

した方、先着 30 名へ記念品を配付した際に、利用者の声を伺うべく、アン

ケートを実施しました。 

 

＜アンケート用紙＞ 
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（３）アンケート集計結果 （回答数：30 件） 

 １．ご自身のことについて教えてください。 

  （１）北区との関係 （２）性別 

    

  （３）年代  
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 ２．本コースを何でお知りになりましたか？（複数回答可） 

   

 ３．本コースに参加されたきっかけは何ですか？（複数回答可） 
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 ４． 北区景観 10 選の感想について教えてください。 

  1 旧岩淵水門 ２北区花火会の観覧場所 

 

 

3 赤羽桜並木と赤羽台さくら並木公園 4 赤羽自然観察公園とふるさと農家体験館 

 

 

5 清水坂公園 6 中央図書館 
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7 音無公園と親水公園 8 まちを走る都電 

  

9 飛鳥山公園の風景と飛鳥の小径 10 旧古河庭園 

 

 

 ５．北区景観 10 選コースの長さについて教えてください。 
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 6．北区内の好きな景観・観光スポットがありましたら教えてください。 

  旧岩淵水門 

  飛鳥山公園と 3 つの博物館、桜、あじさい 

  名主の滝公園、清水坂公園、浮間公園 

  北とぴあ、展望台からの風景 

  桐ケ丘商店街 

  電車、新幹線（赤羽台、赤羽八幡宮から）が見える場所 

  石神井川の桜 

  香取神社 

  田端駅の橋からの景色 

  中央図書館 

  尾久車両センター 

  旧醸造試験所 

＜※一部抜粋＞ 

                                                                                                                             

7．北区の景観イベントにおいて、今後どのような企画を希望しますか？ 

   写真コンクール 

  あるきたの別コースを企画して下さい。 

  水辺散歩や船に乗船 

  渋沢翁にちなんだスポットめぐり 

  北区の知られていない所を紹介してほしい。 

＜※一部抜粋＞                                                                                                                             

8．その他のご意見 

   あるきたのランニング版を作ってほしい。 

  地元に住みながらも知らないところがたくさんあり、発見がありまし

た。健康的に歩いて、コロナ禍の中楽しめました。 

  記念品や景品があれば励みになる。 

  コースをもっと追加してほしい。 

＜※一部抜粋＞                                                                                                                             
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みんなでつくる北区景観百選 2019 の周知について 

～「ココシル」アプリへの掲載の報告～ 
 

 

目   的：区が掲げる「トップアスリートのまち・北区」を中心に北区を広く 

     PR する、北区まち歩きアプリを活用し、北区の景観資源の魅力を 

     周知する。 

 

内   容：「ココシル」とは、地域ならではの特色ある情報やまち歩き等に役 

     立つ情報を提供するサービスであり、令和元年度より北区の情報 

     について配信している。地域振興部東京オリンピック・パラリンピ 

     ック担当課と連携し、このアプリに「みんなでつくる北区景観百選 

     2019」を掲載した。 

 
掲載開始：令和２年１１月１７日 

 

 

 

 

        

 

 

１—２ 

（２）全箇所の掲載ページ （３）各景観資源のページ 

・map（Google map） 

・画像 

・景観資源の概要 

アプリの掲載画面 

（１）トップページ 







 
 
 
 
 
 
 
 
 

議事に関する資料 
 

（３）令和２年度景観届出等の状況報告 
 
 

・北区景観づくり条例に基づく景観届出等の状況   ・・２－１ 

・景観形成重点地区西が丘地区における包括処理報告 ・・２－２ 

・建築物等の景観届出事例             ・・２－３ 

 

 
 

資料２ 
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北区景観づくり条例に基づく景観届出等の状況 

＜建築物等の景観届出件数＞ 

地区区分 行為 令和 2 年度※1 令和元年度 平成 30 年度 

一般地区 

建築行為 61 件 72 件 77 件 

工作物 11 件 12 件 10 件 

開発行為 0 件 2 件 1 件 

景
観
形
成
重
点
地
区 

西が丘地区 

建築行為 16 件 17 件 30 件 

工作物 0 件 0 件 0 件 

開発行為 0 件 0 件 0 件 

隅田川沿川地区 

建築行為 2 件 2 件 4 件 

工作物 0 件 0 件 0 件 

開発行為 0 件 0 件 0 件 

旧古河庭園周辺地区 

建築行為 1 件 3 件 3 件 

工作物 1 件 0 件 0 件 

開発行為 0 件 0 件 0 件 

中央公園周辺地区※2 

建築行為 0 件 ―  ―  

工作物 0 件 ―  —  

開発行為 0 件 —  —  

合計 

建築行為 80 件 94 件 114 件 

工作物 12 件 12 件 10 件 

開発行為 0 件 2 件 1 件 

届出合計 92 件 108 件 125 件 

＜屋外広告物の事前相談件数＞ 

地区区分 行為 令和 2 年度※1 令和元年度 平成 30 年度 

一般地区 表示掲出 7 件 6 件 8 件 

景
観
形
成
重
点
地
区 

西が丘地区 表示掲出 0 件 0 件 ０件 

隅田川沿川地区 表示掲出 0 件 1 件 1 件 

旧古河庭園周辺地区 表示掲出 0 件 0 件 0 件 

中央公園周辺地区※2 表示掲出 0 件 －  —  

合計  7 件 7 件 9 件 

※1 令和 2 年 4 月 1 日～令和 2 年 12 月 28 日まで   

２－1 

※2 中央公園周辺地区は令和 2 年 4 月 1 日指定 
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【建築物等の景観届出件数の推移】 

 
※1 中央公園周辺地区は令和 2 年 4 月 1 日指定 

【令和２年度※1 建築物等の景観届出件数の内訳】 

 
※1 令和 2 年 4 月 1 日～令和 2 年 12 月 28 日まで 
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※1 



1 

 

 

景観形成重点地区西が丘地区における包括処理報告 
 

景観形成重点地区西が丘地区においては、建築物の景観形成基準のうち、建築物の

ゆとりある配置や敷地面積のゆとりある敷地規模を保つための数値基準（以下「配置

基準」、「規模基準」という。）を定めていますが、北区景観づくり審議会が認めた場合

については、適用しないことができるとしています。 

この手続きの迅速化、簡素化を図るため、北区景観づくり審議会の承認のもとに 

定めた「景観形成重点地区西が丘地区における景観形成基準に関する北区景観づくり

審議会包括処理基準」（以下、「包括処理基準」という。）を平成 27 年 10 月 1 日か

ら運用しています。 

包括処理基準に基づき、配置基準、規模基準を下回っている案件について、以下の

とおり報告いたします。 

 

（１）配置基準 

建築物の壁面の道路及び隣地境界からの後退距離：0.5ｍ以上 

 

＜令和２年度※1 の包括処理基準（配置基準）による案件＞ 

包括処理基準 件数 備考 

適用除外 

ア：道路に面して店舗がある場合の上階 0  

特例措置 

 ア：近隣商業地域や広幅員の道路に面する土地 1 件 案件 01 

 イ：道路と一体的な空間整備を行う土地 0  

※1：令和 2 年４月 1 日～令和 2 年 12 月 28 日まで 

 

（２）規模基準 

建築物の敷地面積：100 ㎡（約 30 坪）以上 

 

＜令和２年度※1 の包括処理基準（規模基準）による案件＞ 

包括処理基準 件数 備考 

適用除外 

ア：既存不適格の敷地・土地 1 件 案件 02、03 

イ：公共公益上の施設 ０  

ウ：公共公益施設整備に供する土地 ０  

 エ：２項道路後退の土地 ０  

特例措置 

 ア：遺産相続等による分割 1 件  案件 04 

 イ：借地権解消による分割 0  

 ウ：建築基準法などの違法性解消 ０  

※1：令和 2 年４月 1 日～令和 2 年 12 月 28 日まで 

２－２ 
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【案件の概要】 
 

（１）配置基準 特例措置規定に関するもの 

案件 01 ＜特例措置 ア：近隣商業地域や広幅員の道路に面する土地＞ 

□ 計画概要  

共同住宅・店舗、鉄筋コンクリート造 地上 4 階建て 

（建築面積：89.90 ㎡、延べ面積：359.04 ㎡） 

□ 景観形成基準（配置基準）に対する適否 

隣地境界からの後退距離 最小 0.24ｍ ＜ 0.5ｍ 【不適合】 

□ 特例措置に対する確認 

今回計画は配置基準を下回っているが、建築敷地は北側が約 11ｍ、西側が

約 8ｍの道路に接する角地で、北西角が計画幅員 15ｍの都市計画道路に面

し、用途地域が近隣商業地域であり、将来的に北西角を都市計画道路で約 3

ｍ×3ｍ整備することを考慮し建物を配置しており、道路、隣地からの後退距

離が概ね 0.3ｍ（取壊し前の既存建物も 0.2ｍ程度）となっているが、包括

処理基準 5-（1）-ア（近隣商業地域や広幅員の道路に面する土地）の規定に

より特例措置とした。 

 

（２）規模基準 適用除外規定に関するもの 

案件 02 ＜適用除外 ア：既存不適格の敷地・土地＞ 

□ 計画概要  

専用住宅、木造 2 階建て（建築面積：48.57 ㎡、延べ面積：96.82 ㎡） 

□ 景観形成基準（規模基準）に対する適否 

建築敷地 90.18 ㎡ ＜ 100 ㎡ 【不適合】 

□ 適用除外に対する確認 

建築敷地は規模基準を下回っているが、登記簿等で平成 12 年時点から現

敷地面積であることが確認できたので、包括処理基準 4-（2）-ア（既存不適

格敷地の敷地・土地）の規定により適用除外とした。 

  

案件 03 ＜適用除外 ア：既存不適格の敷地・土地＞ 

□ 計画概要  

専用住宅、木造 2 階建て（建築面積：30.84 ㎡、延べ面積：61.68 ㎡） 

□ 景観形成基準（規模基準）に対する適否 

建築敷地 54.19 ㎡ ＜ 100 ㎡ 【不適合】 

□ 適用除外に対する確認 

建築敷地は規模基準を下回っているが、建築計画概要書等で昭和 63 年時

点から現敷地面積であることが確認できたので、包括処理基準 4-（2）-ア

（既存不適格敷地の敷地・土地）の規定により適用除外とした。 
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案件 03 ＜特例措置 ア：遺産相続等による分割の敷地・土地＞ 

□ 計画概要  

専用住宅、木造 2 階建て（建築面積：36.43 ㎡、延べ面積：67.89 ㎡） 

□ 景観形成基準（規模基準）に対する適否 

建築敷地 073.81 ㎡ ＜ 100 ㎡ 【不適合】 

〈参考〉分割後の残地：252.78 ㎡  

□ 適用除外に対する確認 

建築敷地は規模基準を下回っているが、遺産相続等によりやむを得ず既存

の土地を敷地面積 100 ㎡未満に分割しなければならないが、分割後の敷地

に相続者が住み続けるので、包括処理基準 5-（2）-ア（遺産相続等による分

割の敷地・土地）の規定により適用除外とした。 
 


